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迎
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、
５
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に
は
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が
「
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」
に
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わ
り
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の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
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、
多
摩
消
防
団
は
大
き
な
節
目
で
あ
る
五
十
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
の
お
か
げ
と
、
深
く
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
は
苦
楽
を
共
に
し
た
十
一
人
の
仲
間

が
退
団
し
、
十
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の
新
入
団
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が
仲
間
に
加
わ
り
ま

し
た
。
退
団
さ
れ
た
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
変

ご
苦
労
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で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
も
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摩
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団
に
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力
添
え
い
た
だ
け

る
と
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で
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。
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の
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、
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を
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、
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な
訓
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が
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徐
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に
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活
動
に
も
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れ
て
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た

頃
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と
思
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ま
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。
今
後
も
気
を
抜
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ず
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を
重

ね
、
い
ち
早
く
活
躍
で
き
る
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期
待
し
て
お
り
ま
す
。

結
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に
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り
ま
す
が
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こ
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、
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も
な

く
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団
活
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に
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で
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の
は
、
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や
そ
の
ご
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、
多
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を
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係
各
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関
の
ご
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の
賜
と
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心
か
ら
感
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申
し
上

げ
、
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と
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し
ま
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。
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で
多
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長
に
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任
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し
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で
す
。
ど
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よ
ろ
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く
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。
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・
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加
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、
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が
下
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思
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で
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で
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。
私
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ち
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摩
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も
多
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の
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と
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の
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め
に
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。
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密
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消
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の
皆
様

の
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、
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と
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が
一
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て
災
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に
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向
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っ
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ま
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り
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と
思
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す

の
で
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
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い
た
し
ま
す
。
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の
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と
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し
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ら
消
防
団
へ
火
災
現
場
、
火
災
状
況
の
指
示
を
受
け
て

現
場
に
向
か
う
と
い
っ
た
内
容
で
し
た
。
い
つ
来
る
か
分
か
ら
な
い

大
規
模
災
害
に
対
し
て
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
の
使
用
方
法
を
確
認
す
る
充

実
し
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

文
化
財
防
火
デ
ー
消
防
訓
練

1
月
30
日

川
崎
市
立
日
本
民
家
園
船
越
の
舞
台
に
お
い
て
、
文
化
財
防
火

デ
ー
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
多
摩
消
防
署
、
多
摩
消
防
団(

中
野
島
班)

、

日
本
民
家
園
職
員
等(

自
衛
消
防
隊
、
炉
端
の
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

 

の
参
加
部
隊
に

よ
り
、
「
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
に
よ
り
船
越
の
舞
台
花
道
付
近
よ
り
出
火
し
た
」
と
の

想
定
で
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ス
が
破
裂
す
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
、

本
番
さ
な
が
ら
の
緊
迫
感
の
あ
る
訓
練
に
な
り
ま
し
た
。

多
摩
消
防
団
役
員

団   

長

 

井
田

哲
芳

副
団
長

 

増
田 

朝
光

副
団
長

 

関

喜
範

庶
務
部
長 

 

井
口

保

警
護
部
長 

 

吉
澤

偉
臣

消
防
部
長

 
井
田

久

広
報
部
長

  
石
川

秀
明

稲
田
分
団
長 

手
塚

貴
久

生
田
分
団
長 

遠
藤

巌
留

稲
田
分
団
役
員

副
分
団
長

  

大
貫

欽
也

副
分
団
長

  

田
村

賢
太
郎

分
団
部
長

  

木
幡

義
幸

分
団
部
長

  

吉
澤

久
裕

分
団
部
長

  

榎
田

良
光

分
団
部
長

  

保
田

昌
彦

分
団
部
長

  

平
糠

毅

分
団
部
長

  

淺
谷

武

分
団
部
長

  

森
田

博
史

分
団
部
長

  

早
坂

新
吾

分
団
部
長

  

細
田

知
良

生
田
分
団
役
員

副
分
団
長

  

漆
原

英
樹

副
分
団
長

  

藤
井

修
二

分
団
部
長

  

田
中

雅
之

分
団
部
長

  

稲
木

剛

分
団
部
長

  

小
菅

康
範

分
団
部
長

  

佐
藤

直
孝

全
国
統
一
防
火
標
語

ひ
と
つ
づ
つ

い
い
ね
！
で
確
認

火
の
用
心

辞
令
交
付
式

4
月
13
日
、
多
摩
消
防
署
講
堂
に
て
、
辞
令
交
付

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
井
田
哲
芳
団
長
の
も
と
、
交
代

が
あ
っ
た
稲
田
分
団
の
新
分
団
長
に
辞
令
と
分
団
旗

の
授
与
が
行
わ
れ
、
新
副
分
団
長
や
新
部
長
、
新
班

長
、
十
名
の
新
入
団
員
に
対
し
て
辞
令
が
渡
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
退
団
さ
れ
た
方
々
に
も
辞
令
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。
退
団
さ
れ
た
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
永
年
に

亘
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



第
20
回
多
摩
消
防
団
消
防
大
会

７
月
７
日
、
明
治
大
学
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
お
い
て
、
第
20
回
多
摩
消
防
団
消
防
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
稲
田
分
団
５
班
、
生
田
分
団
４
班
の
全
９
班
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
競
技
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
各
班
か
ら
選
出
さ
れ
た
団
員
が
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

優
勝
は
、
中
野
島
班
、
準
優
勝
は
、
登
戸
班
、
第
三
位
は
、
宿
河
原
・
堰
班
で
し
た
。
ま
た
、
昨
年
４
月
に

入
団
し
た
女
性
消
防
団
員
に
よ
る
各
個
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

優
勝
班
班
長
挨
拶

中
野
島
班
班
長

本
山

正
春

班
長
に
な
り
二
年
目
に
し
て
優
勝
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
選
手
四
人
が
厳
し
い
訓

練
に
耐
え
抜
い
た
事
と
、
Ｏ
Ｂ
の
方
や
町
会

の
皆
様
の
ご
協
力
、
そ
し
て
班
員
全
員
が
一

致
団
結
し
て
や
り
遂
げ
た
結
果
だ
と
満
足
し

て
い
ま
す
。

中
野
島
班
と
し
て
は
、
令
和
最
初
の
大
会

で
10
回
目
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
来
年
、
再
来
年
と
連
覇
を
す
る
為
の
最
初

の
一
歩
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
勢
い
の
ま

ま
、
来
年
の
市
大
会
で
も
良
い
成
績
が
残
せ

る
様
に
班
員
全
員
が
同
じ
目
標
を
持
ち
戦
い

ま
す
。

稲
田
分
団
操
法
大
会

生
田
分
団
団
旗
祭

６
月
17
日
、
前
日
の
雨
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
当

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
枡
形
中
学
校
の
校
庭
に
て
生
田
分
団

団
旗
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
入
団
員
５
人
を
加
え
た
体

制
で
、
団
員
全
員
に
よ
る
小
隊
訓
練
を
し
、
各
班
に
よ
る
小

型
ポ
ン
プ
操
法
を
お
披
露
目
し
ま
し
た
。
今
後
も
安
心
安
全

を
団
旗
に
誓
い
、
団
旗
祭
を
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
最
後
に
辞
令
を
受
け
、
令
和
最
初
の
稲
田
分
団
分

団
長
の
重
責
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
お
り
ま
す
。

昭
和
か
ら
平
成
の
歴
代
分
団
長
が
築
き
上
げ
て
き
た
稲

田
分
団
の
良
き
伝
統
は
、
私
の
代
で
も
継
承
し
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
以
前
で
は
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
事
柄
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
現
役
団
員
の
現

場
経
験
の
不
足
や
大
学
生
の
入
団
等
、
令
和
の
時
代
の
流

れ
に
取
り
残
さ
れ
ぬ
よ
う
、
変
え
る
べ
き
と
こ
ろ
は
変
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も

私
一
人
で
は
実
現
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
諸
先
輩
方

の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
稲
田
分
団
全
員
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
分
団
長
で
す
が
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
１
番
員

関
山
健
蔵
（宿
河
原
・堰
班
）

今
年
初
め
て
操
法
大
会
の
選
手
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。
班
員
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の

色
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
訓
練
を
精
一

杯
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
最
優
秀
個
人
賞

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
会
当
日
は

あ
い
に
く
の
天
候
で
、
足
元
が
滑
り
や
す

く
神
経
を
使
い
ま
し
た
が
、
訓
練
の
成
果

を
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
2
番
員

本
間
正
俊

（登
戸
班
）

昨
年
と
同
じ
番
手
だ
っ
た
の
で
手
順
は
頭

に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
分
伸
び
代
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
感
じ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
を
先
輩
方
丁
寧
に
指
導
し

て
下
さ
り
、
完
成
度
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
3
番
員

田
中
純
也

（登
戸
班
）

何
事
に
も
不
出
来
な
私
を
辛
抱
強
く
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
班
員
の
皆
様
。
何
よ
り
、

普
段
か
ら
消
防
団
活
動
を
後
押
し
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
地
域
の
皆
様
あ
っ
て
こ
そ
の
、

優
秀
選
手
賞
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
励
み
に
、
今
後
も
地
域
の
防
火
防

災
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

祝 優 勝 中野島班

祝 準優勝 登戸班

祝 第三位 宿河原・堰班

稲
田
分
団
分
団
長

手
塚

貴
久

消
防
団
入
団
に
あ
た
り

宿
河
原
・
堰
班

濱
田

義
隆

今
年
度
よ
り
消
防
団
の
団
員
と
し
て
活
動
し
三
ヶ
月
と

な
り
ま
し
た
が
、
入
団
当
初
は
何
を
思
い
何
を
す
べ
き
な

の
か
も
理
解
も
し
て
い
な
い
惰
性
で
あ
り
ま
し
た
。

現
在
は
操
法
大
会
に
向
け
て
先
輩
方
よ
り
、
「
何
故
、

操
法
を
や
る
の
か
」
「
地
域
に
お
け
る
消
防
団
の
在
り
方
」

等
た
く
さ
ん
の
事
を
学
ば
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

大
会
で
は
、
チ
ー
ム
の
優
勝
を
目
標
に
掲
げ
、
と
て
も
厳

し
い
練
習
で
は
あ
り
ま
す
が
班
一
丸
と
な
っ
て
良
い
雰
囲

気
で
臨
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
も
、
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
だ
と
い
う
自
覚

を
持
ち
、
住
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る
と
い
う
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

６
月
30
日
（
日
）
宮
前

区
に
あ
る
川
崎
消
防
訓

練
セ
ン
タ
ー
で
稲
田
分

団
操
法
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
初
の
試
み
と
な
っ

た
稲
田
分
団
全
員
に
よ

る
各
個
訓
練
を
披
露
し

ま
し
た
。

小
型
ポ
ン
プ
操
法
で

は
９
チ
ー
ム
が
参
加
し

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

存
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

≪

小
型
ポ
ン
プ
操
法
と
は
？≫

設
置
さ
れ
た
防
火
水
槽
か
ら
給
水
し
、
火
災

現
場
を
想
定
し
た
火
点
（
か
て
ん
）
と
呼
ば
れ

る
的
に
目
が
け
て
ホ
ー
ス
３
本
を
展
張
し
、

放
水
、
撤
収
す
る
ま
で
の
一
連
の
手
順
を
指

揮
者
、
一
番
員
、
二
番
員
、
三
番
員
、
４
名

で
行
い
ま
す
。
ポ
ン
プ
・
ホ
ー
ス
な
ど
の
操
作

を
速
く
正
確
に
行
う
と
と
も
に
、
動
き
の
綺

麗
さ
を
競
い
ま
す
。
採
点
は
各
個
動
作
の
正

確
さ
及
び
火
点
の
的
が
倒
れ
る
ま
で
の
タ
イ

ム
な
ど
が
減
点
法
で
採
点
さ
れ
、
減
点
が
少

な
い
チ
ー
ム
ほ
ど
上
位
と
な
り
ま
す
。

◎
指
揮
者

松
澤
直
人
（
中
央
生
田
班
）

中
央
生
田
班
は
５
月
７
日
か
ら
週
２
回
訓

練
を
始
め
ま
し
た
。
私
は
以
前
よ
り
何
度
か

指
揮
者
を
経
験
し
て
お
り
、
苦
手
な
所
や
得

意
な
所
は
私
な
り
に
分
か
っ
て
い
た
の
で
指

導
し
て
い
た
だ
く
先
輩
に
苦
手
な
所
を
徹

底
的
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
会
で

は
選
手
に
ミ
ス
も
有
り
入
賞
で
き
ず
悔
し
さ

が
残
り
ま
す
。
班
員
全
員
で
も
っ
と
訓
練
を

し
て
い
き
、
次
回
は
上
位
入
賞
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
個
人
賞
を
い
た
だ

け
た
事
は
凄
く
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
は

こ
の
経
験
を
活
か
し
指
導
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
支
え
て
い
た
だ
い
た
全
て
の
人

に
感
謝
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

祝 

個
人
賞
受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー



第
20
回
多
摩
消
防
団
消
防
大
会

７
月
７
日
、
明
治
大
学
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
お
い
て
、
第
20
回
多
摩
消
防
団
消
防
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
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。
稲
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分
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５
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生
田
分
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４
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全
９
班
が
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ま
し
た
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は
あ
い
に
く
の
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で
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た
が
、
各
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ら
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出
さ
れ
た
団
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が
日
ご
ろ
の
訓
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の
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果
を
発
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し
ま
し
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野
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個
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れ
ま
し
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勝
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野
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Ｏ
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げ
た
結
果
だ
と
満
足
し

て
い
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す
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中
野
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と
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は
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和
最
初
の
大
会

で
10
回
目
の
優
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と
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も
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ろ
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来
年
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再
来
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と
連
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る
為
の
最
初

の
一
歩
だ
と
思
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て
い
ま
す
。
こ
の
勢
い
の
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ま
、
来
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の
市
大
会
で
も
良
い
成
績
が
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せ

る
様
に
班
員
全
員
が
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を
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い

ま
す
。

稲
田
分
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操
法
大
会

生
田
分
団
団
旗
祭

６
月
17
日
、
前
日
の
雨
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
当

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
枡
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中
学
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の
校
庭
に
て
生
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分
団

団
旗
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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入
団
員
５
人
を
加
え
た
体

制
で
、
団
員
全
員
に
よ
る
小
隊
訓
練
を
し
、
各
班
に
よ
る
小

型
ポ
ン
プ
操
法
を
お
披
露
目
し
ま
し
た
。
今
後
も
安
心
安
全

を
団
旗
に
誓
い
、
団
旗
祭
を
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
最
後
に
辞
令
を
受
け
、
令
和
最
初
の
稲
田
分
団
分

団
長
の
重
責
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
お
り
ま
す
。

昭
和
か
ら
平
成
の
歴
代
分
団
長
が
築
き
上
げ
て
き
た
稲

田
分
団
の
良
き
伝
統
は
、
私
の
代
で
も
継
承
し
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
以
前
で
は
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
事
柄
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
現
役
団
員
の
現

場
経
験
の
不
足
や
大
学
生
の
入
団
等
、
令
和
の
時
代
の
流

れ
に
取
り
残
さ
れ
ぬ
よ
う
、
変
え
る
べ
き
と
こ
ろ
は
変
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も

私
一
人
で
は
実
現
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
諸
先
輩
方

の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
稲
田
分
団
全
員
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
分
団
長
で
す
が
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
１
番
員

関
山
健
蔵
（宿
河
原
・堰
班
）

今
年
初
め
て
操
法
大
会
の
選
手
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。
班
員
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の

色
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
訓
練
を
精
一

杯
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
最
優
秀
個
人
賞

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
会
当
日
は

あ
い
に
く
の
天
候
で
、
足
元
が
滑
り
や
す

く
神
経
を
使
い
ま
し
た
が
、
訓
練
の
成
果

を
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
2
番
員

本
間
正
俊

（登
戸
班
）

昨
年
と
同
じ
番
手
だ
っ
た
の
で
手
順
は
頭

に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
分
伸
び
代
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
感
じ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
を
先
輩
方
丁
寧
に
指
導
し

て
下
さ
り
、
完
成
度
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
3
番
員

田
中
純
也

（登
戸
班
）

何
事
に
も
不
出
来
な
私
を
辛
抱
強
く
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
班
員
の
皆
様
。
何
よ
り
、

普
段
か
ら
消
防
団
活
動
を
後
押
し
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
地
域
の
皆
様
あ
っ
て
こ
そ
の
、

優
秀
選
手
賞
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
励
み
に
、
今
後
も
地
域
の
防
火
防

災
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

祝 優 勝 中野島班

祝 準優勝 登戸班

祝 第三位 宿河原・堰班

稲
田
分
団
分
団
長

手
塚

貴
久

消
防
団
入
団
に
あ
た
り

宿
河
原
・
堰
班

濱
田

義
隆

今
年
度
よ
り
消
防
団
の
団
員
と
し
て
活
動
し
三
ヶ
月
と

な
り
ま
し
た
が
、
入
団
当
初
は
何
を
思
い
何
を
す
べ
き
な

の
か
も
理
解
も
し
て
い
な
い
惰
性
で
あ
り
ま
し
た
。

現
在
は
操
法
大
会
に
向
け
て
先
輩
方
よ
り
、
「
何
故
、

操
法
を
や
る
の
か
」
「
地
域
に
お
け
る
消
防
団
の
在
り
方
」

等
た
く
さ
ん
の
事
を
学
ば
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

大
会
で
は
、
チ
ー
ム
の
優
勝
を
目
標
に
掲
げ
、
と
て
も
厳

し
い
練
習
で
は
あ
り
ま
す
が
班
一
丸
と
な
っ
て
良
い
雰
囲

気
で
臨
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
も
、
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
だ
と
い
う
自
覚

を
持
ち
、
住
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る
と
い
う
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

６
月
30
日
（
日
）
宮
前

区
に
あ
る
川
崎
消
防
訓

練
セ
ン
タ
ー
で
稲
田
分

団
操
法
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
初
の
試
み
と
な
っ

た
稲
田
分
団
全
員
に
よ

る
各
個
訓
練
を
披
露
し

ま
し
た
。

小
型
ポ
ン
プ
操
法
で

は
９
チ
ー
ム
が
参
加
し

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

存
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

≪

小
型
ポ
ン
プ
操
法
と
は
？≫

設
置
さ
れ
た
防
火
水
槽
か
ら
給
水
し
、
火
災

現
場
を
想
定
し
た
火
点
（
か
て
ん
）
と
呼
ば
れ

る
的
に
目
が
け
て
ホ
ー
ス
３
本
を
展
張
し
、

放
水
、
撤
収
す
る
ま
で
の
一
連
の
手
順
を
指

揮
者
、
一
番
員
、
二
番
員
、
三
番
員
、
４
名

で
行
い
ま
す
。
ポ
ン
プ
・
ホ
ー
ス
な
ど
の
操
作

を
速
く
正
確
に
行
う
と
と
も
に
、
動
き
の
綺

麗
さ
を
競
い
ま
す
。
採
点
は
各
個
動
作
の
正

確
さ
及
び
火
点
の
的
が
倒
れ
る
ま
で
の
タ
イ

ム
な
ど
が
減
点
法
で
採
点
さ
れ
、
減
点
が
少

な
い
チ
ー
ム
ほ
ど
上
位
と
な
り
ま
す
。

◎
指
揮
者

松
澤
直
人
（
中
央
生
田
班
）

中
央
生
田
班
は
５
月
７
日
か
ら
週
２
回
訓

練
を
始
め
ま
し
た
。
私
は
以
前
よ
り
何
度
か

指
揮
者
を
経
験
し
て
お
り
、
苦
手
な
所
や
得

意
な
所
は
私
な
り
に
分
か
っ
て
い
た
の
で
指

導
し
て
い
た
だ
く
先
輩
に
苦
手
な
所
を
徹

底
的
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
会
で

は
選
手
に
ミ
ス
も
有
り
入
賞
で
き
ず
悔
し
さ

が
残
り
ま
す
。
班
員
全
員
で
も
っ
と
訓
練
を

し
て
い
き
、
次
回
は
上
位
入
賞
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
個
人
賞
を
い
た
だ

け
た
事
は
凄
く
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
は

こ
の
経
験
を
活
か
し
指
導
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
支
え
て
い
た
だ
い
た
全
て
の
人

に
感
謝
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

祝 

個
人
賞
受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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